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研究要旨 
広島大学献血推進サークル Kasumi-Bloodonors は、2019 年 11 月に医療系キャンパスである霞キャンパスを拠点と

して設立された。当研究班は同サークルの設立を支援してきた。部員数は年々増加しており、2025 年現在では 48 人
に達している。広島県赤十字血液センターの協力のもと、春季（4 月）および冬季（12 月）の年 2 回にわたり献血バ
スを誘致し、広島大学霞キャンパスにおける学内献血を支援するとともに、県内各地で開催される献血推進イベント
へのボランティア参加も実施している。本稿では、当研究班が今年度に実施した同サークルへの支援活動について報
告する。 

1. 2025 年度、研究班は Kasumi-Bloodonors の活動支援の一環としてセミナーを開催した。本セミナーでは、
献血者の動向および献血需給予測に関するこれまでの研究成果をサークルメンバーに紹介し、献血制度全体
に対する理解の深化と視野の拡大を図った。 

2. 広島大学におけるバス献血申込者数の経年推移（2015〜2025 年）および Kasumi-Bloodonors が実施した学
内献血協力者アンケート（2021〜2025 年、5 年分）の結果を集計・解析することにより、サークル活動の
影響の可視化を試みた。 
その結果、以下の知見が得られた。 

(ア) 広島大学におけるバス献血申込者数の経年推移（2015〜2025 年）を検討したところ、Kasumi-Bloodonors
による献血推進活動の開始後、霞キャンパスにおけるバス献血申込者数は COVID-19 流行による一時的な
減少を経たものの、その後は増加傾向を示した。一方、対照として設定した東広島キャンパスでは同様の
増加は認められず、Kasumi-Bloodonors の活動による効果が示唆された。 

(イ) Kasumi-Bloodonors が実施した学内献血協力者アンケート（2021〜2025 年）の延べ回答者数は 453 人であ
った（2021 年：12 人、2022 年：97 人、2023 年：205 人、2024 年：102 人、2025 年：31 人）。回答者
の約 3 割が 10 代、約 5 割が 20 代を占め、全体の 4〜5 割が初回献血者であった。全国の 16〜29 歳献血
者に占める初回献血者の割合が 24.3％（※）であることと比較すると、当該大学における学内献血は若年層の
初回献血の機会として機能している可能性が示唆された。さらに、献血のきっかけとして献血推進サーク
ルによる呼びかけや情報発信を挙げた回答者の割合は毎回 6〜8 割に達しており、学生主体の献血推進活
動が学内献血の効果をより一層高め得ることが示唆された。 
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以上の結果から、学生主体の献血推進活動が若年層における献血推進において重要な役割を果たすことが確認され
た。当研究班は引き続き同サークルへの支援活動を継続していく予定である。 

 
（※）日本赤十字社 血液事業の現状 令和6 年度統計表 https://www.jrc.or.jp/donation/pdf/R6_ketsuekijigyonogenjyo.pdf 

 

A. 研究目的 
広島大学献血推進サークル Kasumi-Bloodonors は、

2019 年 11 月に医療系キャンパスである霞キャンパ
スを拠点として設立された。当研究班は同サークル
の設立を支援してきた。部員数は年々増加しており、
2025 年現在では 48 人に達している。広島県赤十字
血液センターの協力のもと、春季（4 月）および冬季
（12 月）の年 2 回にわたり献血バスを誘致し、広島
大学霞キャンパスにおける学内献血を支援するとと
もに、県内各地で開催される献血推進イベントへの
ボランティア参加も実施している。本稿では、当研究
班が今年度に実施した同サークルへの支援活動につ
いて報告する。 

 
B. 研究方法 

日赤中四国ブロック血液センターより提供された、
広島大学におけるバス献血申込者数（2015〜2025 年）
および Kasumi-Bloodonors が実施した学内献血協力
者アンケート（2021〜2025 年、5 年分）の結果を集
計・解析した。 

 
C. 研究結果と考察 

1. 2025 年度、研究班は Kasumi-Bloodonors の活
動支援の一環としてセミナーを開催した。本
セミナーでは、献血者の動向および献血需給
予測に関するこれまでの研究成果をサークル
メンバーに紹介し、献血制度全体に対する理
解の深化と視野の拡大を図った。Kasumi-
Bloodonors のメンバーに加え、県内他大学の
「骨髄バンクを支援する会しずく」メンバー
も参加し、献血の勧めかたに関するアイデア
や課題などについてさまざまな意見が交わさ
れた。 

 
 
 
 
 

 
2. 広島大学におけるバス献血申込者数の経年推

移（2015〜2025 年）および Kasumi-
Bloodonors が実施した学内献血協力者アンケ
ート（2021〜2025 年、5 年分）の結果を集
計・解析することにより、サークル活動の影
響の可視化を試みた。 
その結果、以下の知見が得られた。 

(ア) 広島大学におけるバス献血申込者数の経年
推移（ 2015 〜 2025 年）および Kasumi-
Bloodonors が実施した学内献血協力者アン
ケート（2021〜2025 年、5（2015〜2025 年）
を検討したところ、Kasumi-Blood Donors に
よる献血推進活動の開始後、霞キャンパスに
おけるバス献血申込者数は COVID-19 流行に
よる一時的な減少を経たものの、その後は増
加傾向を示した。一方、対照として設定した
東広島キャンパスでは同様の増加は認めら
れず、Kasumi-Blood Donors の活動による効
果が示唆された。 

(イ) Kasumi-Bloodonors が実施した学内献血協
力者アンケート（2021〜2025 年）の延べ回
答者数は 453 人であった（2021 年：12 人、
2022 年：97 人、2023 年：205 人、2024 年：
102 人、2025 年：31 人）。回答者の約 3 割
が 10 代、約 5 割が 20 代を占め、全体の 4
〜5 割が初回献血者であった。全国の 16〜
29 歳献血者に占める初回献血者の割合が
24.3％（※）であることと比較すると、当該大
学における学内献血は若年層の初回献血の
機会として機能している可能性が示唆され
た。さらに、献血のきっかけとして献血推進
サークルによる呼びかけや情報発信を挙げ
た回答者の割合は毎回 6〜8 割に達しており、
学生主体の献血推進活動が学内献血の効果
をより一層高め得ることが示唆された。 

（※）日本赤十字社 血液事業の現状 令和 6 年度統計表 
https://www.jrc.or.jp/donation/pdf/R6_ketsuekijigyonog
enjyo.pdf 
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